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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

(26) 商談会の開催 

ＪＡバンク香川（香川県） 

 

新規 継続 

 
○ 

（平成 年 月） 

 

1 動機 

（経緯） 

ビジネスマッチング等を通じて、農林水・商工連携を積極的に推進し、会員・生

産者と加工流通業者が相互の利益となる関係を構築する目的で、近畿・四国のＪ

Ａ及び信連と農林中央金庫大阪支店が協力して、「ＪＡ・ＪＦグループ近畿商談会」

を開催しました。 

 

2 概要 1.タイトル：「ＪＡ・ＪＦグループ近畿商談会」 

2.開 催 日：平成 28年 12月 2日  

3.場  所：マイドームおおさか（大阪市中央区本町橋 2-5） 

4.参加団体：香川県からは農業生産者、農業法人、加工業者を中心に10団体、全

体では113団体のセラーが出展しました。また、バイヤーは農林中央金

庫、各県他の紹介によるもので、当日の予約商談以外のバイヤーも含

め約260社が参加しました。 

3 成果 

（効果） 

香川県から参加した 10セラーは、近畿圏を中心に事業展開する大手バイヤーと予

約商談・自由商談を行い、商談ブースの展示に工夫を凝らしたり、試食を提供し

たり、各自熱心に商談・説明に努め、成約見込み、商談継続に結び付けていまし

た。 

なお、商談件数、成約状況は以下のとおりです。 

 商談件数：予約商談 20件、自由商談 72件 合計 92件 

 結  果：商談成立見込み 19件、商談継続 61件、継続困難 12件 

 

4 今後の予

定（課題） 

開催後の参加セラーに対するアンケート調査結果では、商談会全体を通した満足

度、ならびに次回以降の参加希望について非常に高評価をいただき、期待度の高

さが伺えました。しかし、商談会の開催意義として、販路拡大に向けた成約率の

向上が求められますので、商談会後の継続事案の進捗状況の確認とフォローアッ

プを行うとともに、資金面を含んだ様々なニーズについて、ＪＡグループとして

協力・支援を行うことが重要だと考えています。 
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